
[image: image1.jpg]



[image: image2.jpg]



[image: image3.jpg]



[image: image4.jpg]






平成３０年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会・総合的な学習の時間（第４学年）


テーマ〖　用和小 環境EXPO’18　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八尾市立用和小学校　








≪学習のねらい≫


「用和小 環境EXPO’18」を開催することで環境問題と向き合い、探究的に学習を進めていくこと。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　４月　～　７月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


総合�
オリエンテーション「今世界が抱える１０個の環境問題」


・オリエンテーションでは、世界で問題になっている環境汚染について知り、自分が興味関心のある問題を選んで環境チームをつくった。�
参考文献や写真、映像を集め、児童へ紹介する。�
�
２


総合�
環境チームによる「環境問題調べ隊　出動！」


・調べ学習に取り組み、調べた内容をまとめて、保護者へポスター発表を行った。


�
専門家にインタビューしたり、インターネットで検索したりしていろいろな調べ方で探究的に学習に臨める環境を整えること。


環境問題に関する町のミニチュアを置いて捜査してみたり、図書コーナーを設置したりして、いつでも気軽に調べたり、考えられる空間を演出することで児童の意欲を高める。�
�
３


社会科


総合�
知って見て聞いて考える「環境パッケージツアーへ」


・社会科と関連させ、廃棄物


処理場、リサイクルセンター


へ「ゴミのゆくえ」を調査し


に行った。


・社会科「水のゆくえ」の学


習と関連させて、水道局の出


前授業を受けた。紙をとかす実験や水に関するクイズで体験的に環境について学んだ。�
調査をもとに、ポスターを作成し、各教室で発表会を開催し、相互評価を行うなど見学や体験などを行った際は必ず成果物を作成することで学びをより記憶に残る強固なものにする。


児童の関心の高い問題を取り上げて紹介すること。どんな問題に興味をもっているかを指導者が把握して学習を進めていくこと。�
�
４


総合�
「環境EXPO’18」開催


・保護者を招いて環境問題


　について学んだことを発


　表し、地球の未来のある


　べき姿についての考えを


　発表した。


�
これまでの学びを総合的に生かすことが「環境EXPO」の最大のねらい。ポートフォリオを活用した学びの軌跡をプレゼンテーションにして発表する。


外部評価を得ることで、アドバイスを次へ生かそうとする児童が増える。�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー≫


八尾市リサイクルセンター「かがやき」、廃棄物処理センター・パッケージツアー参加


八尾市水道局出前授業


≪成果≫


環境についての学習をPDCAサイクルで進めることができ、プレゼン力やポスターにまとめる力などが身についた。


児童の感想や疑問などを積極的に取り上げ学習計画に盛り込んでいくことで、児童の思いや願いにより沿った学習を展開することができた。


単元の最終に環境サミットを開催し、保護者へ学んだことや取り組んできたことなどを発表するゴールを設定したことで児童の成長を保護者も児童自身も実感することができた。








